
 

 

第１７回体育学学位プログラム 

修士論文コンクール プログラム 

2025年2月27日（木）13：00〜  会場：5C216 

 
13：00 開会、酒井学位プログラムリーダー 挨拶 

13：05 — 13：15 審査方法の説明 

 
1   佐川 智香       13：15 — 13：33 

動脈血二酸化炭素分圧低下が安静時および運動時の眼球運動反応におよぼす影響 
 

2   野澤 光希        13：35 — 13：53 
サッカーにおけるインステップを用いたシュートおよびロングキックの動作特性 

 
3   谷口 大登         13：55 — 14：13 

生涯スポーツとしてのフットサルの特徴と実態 
      
4   小松 友哉         14：15 — 14：33 

コーチの「才能」に関する現象学的考察 
      
5   尾関 航平         14：35 — 14：53 

低強度運動の成体海馬神経新生促進効果における海馬内グリコーゲンの関与： 
脳内グリコーゲン合成酵素欠損マウスを用いた検討 

 
6   三村 朋裕         14：55 — 15：13 

水中ドルフィンキックにおけるキック頻度の変化が関節間協調生に及ぼす影響 
 
 
 
                  小休憩 15：13 — 15：30 
 
 
7   山本 幸穂         15：30 — 15：48 

女性アスリートの月経随伴症状とその対処行動および主観的競技パフォーマンスの関連 
−セルフコンパッションの役割に注目して− 

 
8   國井 辰磨         15：50 — 16：08 

オロト酸投与で高まる運動持久性の神経機構：視床下部体温調節中枢の関与 
 

9   山下 敦也             16：10 — 16：28 
エネルギー付加量の違いがレジスタンストレーニングによる身体組成と筋力の変化に及ぼす影響 

 
10  橋本 昇悟         16：30 — 16：48 

Distal Muscularity-Specific High Relevance to Performance in the Upper Limb of  
Shot Putters 

 
11  早川 夏夢         16：50 — 17：08 

水泳運動におけるスプリントインターバルトレーニング中の生理応答 
 

12  山口 峰史         17：10 — 17：28 
      スポーツ観戦が一体感を介して引き出すフローとロイヤリティ：社会生理機構の関与 
 
   結果発表 

17：40頃  受賞者からの一言 

 酒井学位プログラムリーダー 講評 

 閉会 

 
【体育学学位プログラム１年次生の積極的な参加を歓迎します】 


